
　５．障害福祉サービス等

【サービス利用の流れ】

②町の調査員が現在の生活や障害の状況についての調査
（アセスメント）を行います。その調査結果や医師意見書
をもとに審査会で審査・判定を行い、障害支援区分が決め
られます。（区分は必要ない場合もあります。）

　障害者総合支援法によるサービスは、日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自立
した生活に必要な知識や技術を身につける「訓練等給付」があり、家庭などで利用できる「訪問系
サービス」、入所施設などで昼間に利用できる「日中活動系サービス」、施設に入所して利用でき
る「居住系サービス」に分けられます。また、サービスを利用するためには、サービス等利用計画
の作成が必要です。

①障害福祉サービスは高齢障害支援課、障害児通所支援事
業は子育て・地域福祉課に申請します。サービスに関する
ご相談、相談支援事業所選びに関することは、基幹包括支
援センターいずみさの　又は　地域包括支援センター花み
ずき（1ページ参照）にご相談ください。

③サービスの利用についての計画の作成を相談支援事業所
に依頼します。依頼を受けた相談支援事業所は、サービス
等利用計画案を作成し、町に提出します。

④町は、提出された利用計画案をもとに支給決定を行い、
決定通知書とその内容が書かれた受給者証を利用者本人に
送付します。

⑤相談支援事業者は、利用予定のサービス提供事業所とと
もにサービス担当者会議を開催し、サービス等利用計画を
作成します。

⑥利用者本人は、サービス提供事業所と契約し、サービス
の利用を開始します。

①申請（相談）

②調査・障害支援区分認定

③サービス等利用計画案の提
出

④受給者証の交付

⑤サービス担当者会議・

サービス等利用計画

⑥事業所と契約・利用開始
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